様式-1
別表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切土法面の緑化工法群選定表
	条件
	土質
	粘性土
	砂質土
	軟岩(Ⅰ）
	軟岩（Ⅱ）
	中硬岩
	硬岩

	
	土壌硬度
(山中式等)
	23mm以下
	23～27mm
	26～30mm
	25mm以下
	24～27mm
	26～31mm
	亀裂間隔1～10cm
	亀裂間隔
10～30cm
	亀裂間隔
30～50cm
	亀裂間隔
1m内外
	亀裂間隔
が少ない

	
	
	
	
	
	
	
	
	亀裂に土壌
がある
	亀裂に土壌
がない
	
	
	
	

	
	法面勾配
	1.0～1.2
	1.0～1.2
	0.8～1.0
	1.0～1.2
	1.0～1.2
	0.8～1.0
	0.8～1.0
	0.8～1.0
	0.6～0.8
	0.6～0.8
	0.6～0.8
	0.6～0.8

	標準的な
場合
	
	工法群Ⅰ
	Ⅲ
	Ⅴ
	Ⅱ
	Ⅳ
	Ⅵ
	Ⅸ
	Ⅹ
	Ⅺ
	Ⅻ
	別途検討

	落石
(注１)
	小石
(最大5cm)
	Ⅰ
	Ⅲ
	Ⅴ
	Ⅱ
	Ⅳ
	Ⅵ
	Ⅸ
	Ⅹ
	Ⅺ
	Ⅻ
	

	
	玉石
(最大20cm)
	別途検討
	Ⅸ
	Ⅹ
	Ⅺ
	Ⅻ
	

	
	上記以外
	
	別途検討
	

	乾燥
(注２)
	南西向き法面等
	Ⅲ
	Ⅴ
	Ⅶ
	Ⅳ
	Ⅵ
	Ⅶ
	
	

	平均的粒度分布で、
特に緻密である場合(例：粘土、真砂)
	
	
	32mm程度
Ⅷ
	
	
	33mm程度
Ⅷ
	
	
	
	
	
	



	硬土
	硬度が、35mm程度
	工法群
Ⅹ

	特殊地盤
	砂岩、泥岩、固結シルト（硬度≧35mm）及び重粘土（硬度≧35mm）
	Ⅻ

	礫土
	法面の表面において、面積的にレキの部分が大部分を占め(50～80％程度)、そのレキ部分の緑化も考える必要がある。
	Ⅸ

	
	法面の表面において、面積的にレキの部分がほとんどを占め(80％程度以上)、そのレキ部分の緑化も考える必要がある。
	Ⅹ


　注）１　法面において、「石」は浮き上がった状態になく、また、「石」の部分の緑化を考えるものではない。
　　　２　法面の向きが南西向き等である場合を対象にし、それ以外の乾燥の要素は考えない。
